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国立大学法人北海道大学                      法人番号：01 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 教育に関する目標 

 ２．各中期目標の達成状況 

(2) 教育内容等に関する目標 

   [判断理由] 

 

【原文】 

 「・・・・・具体的な目標（10項目）のう

ち、８項目が「おおむね良好」、２項目が「

不十分」であり、・・・・・」 

 

【申立内容】  

 【修正文案】の通り変更願いたい。 

 

【修正文案】 

 「・・・・・具体的な目標（10項目）のう

ち、９項目が「おおむね良好」、１項目が「

不十分」であり、・・・・・」 

 

【理由】 

「判断理由」には、「不十分」と判断した

具体的な説明がないため、事実誤認の有無に

ついて確認ができなかったが、後述「３．優

れた点、改善を要する点、特色ある点」の（

改善を要する点）における指摘内容が判断根

拠と考えられる。しかしながら、別に意見を

申し立てているように入試関係について改

善を要する点として指摘があった内容は事

実誤認であり、中期計画は十分進捗している

と言える。 

ゆえに、本「判断理由」についても、（改

善を要する点）の修正と合わせて修正を申し

立てるものである。 

なお、前述のように「判断理由」の記載内

容には具体的な説明がないため、大学は事実

誤認の有無を確認することが不可能であっ

た。大学が具体的な理由を確認することによ

り，今後の目標設定やその達成のための取組

の参考とすることが可能となることから、具

体的な理由を明らかにすることを希望する。

【対応】 

 意見のとおりとする。 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果
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国立大学法人北海道大学                      法人番号：01 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 教育に関する目標 

３ 優れた点、改善を要する点、特色ある

点 

（改善を要する点） 

 

【原文】 

「中期計画「平成18年度入学者から、…」

について、…改善することが望まれる。」 

 

【申立内容】 

 削除願いたい。 

 

【理由】 

(1)本学では、入学試験制度の企画・検討及

び入学試験の実施は、学部単位ではなく、一

貫して総長の下におかれた教育改革室（Ⅰ．

法人の特徴）および全学組織としての入学者

選抜委員会（Ⅱ．１(２)①計画１－２）が行って

きた。 

(2)この体制の下で、平成12年度大学審議会

答申にある、①「求める学生を見いだすこ

と」､②「評価尺度の多元化の推進」、③「受

験機会の複数化」、④「入学者選抜の実施体

制の見直し」の観点から、全学的に入学試験

制度改革を体系的に推進してきた｡ 

(3)①「求める学生を見いだす」ため、他大

学にさきがけてアドミッションポリシーを

公表し、②「評価尺度の多元化」として、第

２次試験を重視した前期日程試験、大学入試

センター試験を重視した後期日程試験、ＡＯ

入試、大学入試センター試験を課すＡＯ入試

等々を導入した（Ⅱ．１(２)①計画２－１）。③

これらは、2年次及び3年次編入学制度の拡充

（Ⅱ．１(２)①計画２－２）とともに、「受験機

会の複数化」の取り組みとしても位置づけら

れる。④また、平成17年度に学内共同教育研

究施設としてアドミッションセンターを新

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 

【理由】 

 当該計画に係る記載のみでは確認でき

ないものの、他の計画に記載のある取組

を参考に、体系的に取り組んでいること

は認められるため。 

 

当該（改善を要する点）の修正に基づ

き、「(2) 教育内容等に関する目標」の

判断理由を以下のとおり修正する。 

 

「「教育内容等に関する目標」下に定

められている具体的な目標（10項目）の

うち、９項目が「おおむね良好」、１項

目が「不十分」であり、これらの結果に

加え、学部・研究科等の現況分析におけ

る関連項目「教育内容」「教育方法」の

結果も勘案して、総合的に判断した。」

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果
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設し、平成19年度には既存の入学試験実施組

織を同センターに統合することを決定する

など、「入学者選抜の実施組織の見直し」を

行った（Ⅱ．１(２)①計画１－２）。 

(4)さらに、平成11年告示の高等学校学習指

導要領に対応する入学試験制度改革として、

平成16年度以降は、本学にふさわしい学生を

選抜するために、大学入試センター試験で5

教科・7科目を課している（Ⅱ．１(２)①計画１

－１）。 

(5)以上のように、本学の入学試験制度改革

は、大学全体として体系的に取り組んでお

り、中期計画は十分進捗していることから、

削除願いたい。 

 

 



（別紙様式２－２） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 教 育 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：９ 経済学研究科           

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 教育水準 

１．教育の実施体制 

【判断理由】 

 

【原文】 

「・・・留学生の割合（同32.1％）が高

めとなっているが・・・」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「・・・留学生の割合（同24.１％）がや

や高めとなっているが・・・」 

 

【理由】 

「現況調査表」９－３に記載のデータ（

資料１ 学生定員と現員）により、博士後期

在籍者（54名）に対する留学生（13名）の

割合は24.１％となるため、変更願いたい。

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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（別紙様式２－２） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 教 育 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称： １３ 医学部            

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 教育水準 

４．学業の成果 

【判断理由】 

 

【原文】３行目 

 ｢・・・また、進級率が年を追うごとに減

少していることも問題である。・・・｣ 

 

【申立内容】 

 上記【原文】を削除願いたい 

 

【理由】 

２年次への進級率は平成１６年度入学者

(９６．４％)よりも平成１７年度入学者(

９７．９％)の方が増加しており、平成１８

年度入学者は若干減少するものの、平成１

９年度入学者はまた増加している。３年次

への進級率は増加したり、減少したり波が

ある。４年次への進級率は増加している 

（現況調査表１３－１１ 資料２３）。 

以上のように、「年を追うごとに減少し

ている」という指摘は事実誤認であるため

、削除願いたい。 

 

 

 

 

  

【対応】 

意見のとおりとする。 
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（別紙様式２－２） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 教 育 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：２０ 農学部             

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 教育水準 

１．教育の実施体制 

【判断理由】 

 

【原文】 

「農学研究院所属の135名の教員が」 

 

【修正内容】 

【修正文案】のとおり変更願いたい 

 

【修正文案】 

「農学研究院及び先端生命科学研究院所

属の135名の教員が」 

 

【理由】 

 国立大学法人北海道大学組織規則第28条

により、農学部の教育研究の実施に当たっ

ては、農学研究院及び先端生命科学研究院

が協力することとなっており、両研究院所

属の教員が、農学部の専任教員となってい

るため、変更願いたい。 

（現況調査表２０－５資料３）  

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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（別紙様式２－２） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 教 育 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：２８ 公共政策学教育部        

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 教育水準 

 １．教育の実施体制 

【判断理由】 

 

【原文】 

「…他の研究科の研究員や外部資金によ

る特任教員の協力によって、…」 

 

【申立内容】 

 【修正文案】の通り変更願いたい 

 

【修正文案】 

「…他の研究科等の教員や外部資金によ

る特任教員の協力によって、…」 

  

【理由】 

 当該記述は、「分析項目Ⅰ 教育の実施

体制（１）観点ごとの分析」中、「観点 基

本的組織の編成」にある、「…それらの専

任教員に、既存の他研究科・研究院に所属

する兼担教員、外部資金による特任教員等

の協力を加えて…」との記述に基づいたも

のであると考えられるが、【原文】の記述

では研究院が含まれておらず、かつ、本学

の正規教員である兼担教員を研究員と取り

違えているため、変更願いたい。 

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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（別紙様式２－３） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 研 究 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：０６ 医学部・医学研究科       

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ 研究水準 

２．研究成果の状況 

【判断理由】 

 

【原文】６行目 

「・・・毎年、国内外の学会において学

会賞や学術奨励賞等を受賞しており、その

数はこの４年間で、国際学会賞２４件、国

際学会賞１１件を数える。社会、経済・・

・・」 

 

※ ｢国際学会賞２４件｣については、｢国内学会

賞２４件｣の誤字脱字として別紙様式３－３により

提出中。 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り、変更願いたい。 

 

【修正文案】 

「・・・毎年、国内外の学会等において

学会賞や学術奨励賞等を受賞しており、そ

の数はこの４年間で、国内の学会賞等２４

件、国際的な学会賞等１１件を数える。社

会、経済・・・・」 

 

【理由】 

現況調査表６－３ページの「・・・法人

化以後においても、多くの賞(学会、財団等

)を受けている。」の記載及び次ページの資

料４のとおり、学会のほか財団等からの受

賞を含めているため、変更願いたい。 

 

 

 

 

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 研 究 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：０６ 医学部・医学研究科       

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

Ⅰ研究水準 

２．研究成果の状況 

【判断理由】 

 

【原文】８行目 

「・・・おいても、英文で表された皮膚

科学のベストセラーとなった教科書は既に

１８，０００部が購入されており、教育上

優れた功績である。・・・」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り、変更願いたい。 

 

【修正文案】 

「・・・おいても、皮膚科学のベストセ

ラーとなった教科書は既に１８，０００部

が購入されており、英文でも翻訳され、教

育上優れた功績である。・・・」 

 

【理由】 

 １８，０００部が購入され、皮膚科学の

ベストセラーとなったのは、日本語表記の｢

あたらしい皮膚科学｣であり、その｢あたら

しい皮膚科学｣をオリジナルとして英文に

翻訳されたものが｢Shimizu’s Textbook of
Dermatology｣であるため、変更願いたい（

研究業績説明書Ⅱ表01－6－1047）。 

 

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 



（別紙様式２－３） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 研 究 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：１３ 情報科学研究科         

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅰ 研究水準 

 １．研究活動の状況 

【判断理由】 

 

【原文】 

「特に、２１世紀ＣＯＥプログラムに続

いてグローバルＣＯＥプログラムにも採択

されており、両者に対する事後評価結果に

おける評価も高く、・・・」 

 

【申立内容】 

【修正文案】のとおり変更願いたい。 

 

【修正文案】 

「特に、２１世紀ＣＯＥプログラムに続

いてグローバルＣＯＥプログラムにも採択

されており、２１世紀ＣＯＥプログラムに

対する事後評価結果及びグローバルＣＯＥ

プログラムの採択時における評価も高く、

・・・」 

 

【理由】 

 グローバルＣＯＥプログラムの事業計画

期間は、平成１９年度から平成２３年度ま

での５年間の継続事業であることから、事

後評価結果という表現は不適切であるため

、変更願いたい。 

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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（別紙様式２－３） 

国立大学法人北海道大学                    法人番号： ０１ 

中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果学 部 ・ 研 究 科 等 の 研 究 に 関 す る 現 況 分 析 結 果

学部・研究科等番号・名称：１９ 電子科学研究所         

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 
Ⅰ 研究水準 
１．研究活動の状況 

【判断理由】 
 
【原文】 
科学研究費補助金１６件 

 
【申立内容】 
【修正文案】の通り変更願いたい。 

 
【修正文案】 
大型科学研究費補助金１６件 
 
【理由】 
現況調査表１９－９（資料 15）において

は、大型科研費などの獲得状況として、特

定領域研究・領域代表、特定領域研究・計

画班、基盤研究（Ｓ）、基盤研究（Ａ）、

若手研究（Ａ）のみの件数をカウントして

いるため、変更願いたい。 
 
 

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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